


こどものあそびば “じどうかん”

あの子に会えるかも “じどうかん”

ほっとひと息 “じどうかん”

じどうかん

じどうかんは、0歳～18歳未満のいろんな年齢の　子どもたちが集まってきます。
あそびを通じた子どもの育成や子育て家庭の支援、地域の子育て環境づくりに取り組んでいます。

「さぁ╋きょう┥なにして★あそぶ？」
いつでも  だれでも  おいで　いつでも  だれでも  おいで　

中高生世代乳幼児
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※このイラストは児童館の様子を凝縮したものであり、すべてが同時に行われているものではありません

えがお╋げんき┥ともだちいっぱい！
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つまり

「遊び」ってどうして
　大切なの？

子どもたちにとっての「遊び」って何だろう？今回は、　「遊びの大切さ」についてJせんせいに聞いてみたよ♪★

きらきらキッズちゃん　と考えてみよう
京都市の児童館・
学童保育所
マスコットキャラクター
「きらきらキッズちゃん」

Jせんせい
長年児童館に勤め、
子どもと遊びについて
考えるせんせいです。

小学生編

「遊び」は子どもの
エネルギー源！

人が生きていくうえで、毎日の食事（ごはん）が欠かせないのと同じように、
子どもの健全な成長・発達にとって、「遊び」は欠かせない活動なのです。
子どもは「遊び」を通して友だちや大人と関わり、その中で、
社会性やコミュニケーション能力などたくさんのことを
学び、身体や心の発達を伸ばしていきます。
また「遊び」には、子どものしんどい気持ちや、疲れた気持ち
をリフレッシュする効果もあり、それが「また、明日から
頑張ろう！」というやる気につながります。

Jせんせい、
子どもにとって
「遊び」って
大事なの？

そうよ。
なぜ大事かっていうことを、
今から一緒に考えて
みましょう。

そうよ！
「遊び」を通して、子どもたちは
いろいろな力を身につけ、
大人になっていくのよ。
そのためにも、小学生時代の
「遊び」を大切にしたいものですね。

子どもたちは「遊び」の中で、周りの大人や友だちに認められるという
経験を繰り返しながら、少しずつ『自分を大切な存在として尊重する気
持ち』を育てていきます。
また、「遊び」の中で上手くいかない経験や、お友だちとの衝突を繰り
返しながら少しずつ、『あきらめない、くじけない力』を育てていきます。
このように、子ども時代に十分に遊ぶという経験を重ねることが将来
にわたる人間関係の基礎となっていきます。

「遊び」を通して友だちや大
人と関わる中で、思いやりや
協調性、コミュニケーション
などが育つ

～社会性～

「遊び」を通してルールを理解
し、「遊び」を楽しむために工夫
する中で、創造性や柔軟性など
が育つ

～ 知 性 ～
「遊び」を通して身体を動かす中で、
運動能力が育つとともに、ストレス発
散による情緒の安定など、子どもの
身体と心の豊かな成長につながる

～身体能力～

「遊び」がもたらす効果は他にもあります！！

あそび

へぇ、びっくり！
遊びの力って
すごいんだね！！
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サッカーを教えてくれる
“お兄ちゃん”！

「今日も遊びに来たよ!」

ドッジボールが好き

学区が広く近所に遊ぶ友だちが少ない
低学年のA君。「今日も遊びに来たよ!」と
１人でも遊びに来ます。地域の子どもたちが
集まる場として、児童館に来たら友だちが
いて、学童クラブの子どもも、自由来館の子ど
もも一緒にのびのびと遊んでいます。高学年た
ちも学校が終わると児童館に集まり、自分の居場所
として利用してくれています。下級生と上級生、時には
中高生世代が一緒に遊び仲良くなることで輪が広がり、
今では異年齢の交流を楽しんでいます。

ドッジボールが好きで、放課後小学校の運動場で遊ん
でいた子どもたち。右京区の児童館対抗ドッジボール大会
への参加も多く、もっと強くなりたいという子どもたちの思
いを受け、３年前にドッジボールクラブを立ち上げました。
最初はボールが怖い、うまく投げられない低学年も、高学
年と一緒に練習を行い、教えてもらう中で上達、自信も
つきました。高学年は年下を思いやる心、上級生とし
ての自覚が芽生え、児童館ならではの『異年齢』の仲
間作りができています。　　

サッカーを習っていて得意な３年生のK君は、児童館
でもサッカーをすることが大好きです。学年を問わず、複
数名で遊んでいるため、自然と得意なK君が年下のお友
だちに教えながらサッカーを楽しむ姿が見られます。この
ような遊びを通して、サッカーが上手で優しく教えて
くれる“お兄ちゃん”のような存在のK君を慕う
低学年がたくさんいます。異年齢での遊
びが自然とできる児童館だからこそ生ま
れる絆をこれからも大切にしたいです。

┥

子どもたちが楽しそうに遊んでいる様子を
児童館・学童保育所のせんせいにきいてみたよ♪★

きらきらキッズちゃんが行く

遊ぶことで、学年を越えて、
友だちの輪が広がる。
それも児童館の遊びの
魅力なの。

キッズちゃんも
お友だちと遊びに、
児童館に
行ってみ～よう♪

なげまーす！

せーの！

ぴ-す！

どれどれ！

しんけん！

ふむふむ‥

わいわい

こっ
ち！こ
っち！

集中！

集中！

※活動内容によっては、マスクを着用していない時もあります。

「今日「今日

お友だちと遊びに、
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作 品

3

じどうかん日和
A 2.

A 3.きらきらキッズちゃんが聞く

最寄りの「じどうかん」はホームページから

京都市の児童館

◆利用対象◆
◆開館時間◆

◆利用方法◆

0歳～18歳未満の子どもとその保護者

月～土曜日10：00～18：30　
休館日：日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

自由に利用できます

無料　※実費が必要なものもあります

HOW TOじどうかん

小学生編

あるある！●
エ
ピ
ソ
ー
ド

川
柳

子ども・子育て★エピソード

Jせんせい、今回はいろいろ教えてくれてありがとう！
最後に、Jせんせいからメッセージをお願いします！

京都市内には、児童館が
１２９箇所（令和３年４月時点）
あります。皆さんのお住まいの
近くにもきっとあるよ♪

※小学生は、放課後お家にカバンを置いてから遊びに来てね♪
※乳幼児クラブや学童クラブなど登録が必要なものもあります

まめ知識

◆利 用 料◆

たくさんの
ご応募
ありがとう
ございました。

プ
レ
ゼ
ン
ト
！！

喜
ぶ
べ
き
か　

ダ
ン
ゴ
ム
シ

【
ペ
ン
ネ
ー
ム
★
ゆ
き
ま
る
】

外遊びの際、瞳をキラキラさせた子どもが
「先生にもあげる！」と手のひらにのせてくれた
プレゼント。「ダンゴムシ・・・」「ありがとう・・」
「うれしい・・けど・・」

エピソード

こ
ん
に
ち
は

【
ペ
ン
ネ
ー
ム
★
は
っ
ぱ
】

時 会々う近所の方には挨拶で
きずにもじもじしているだけだっ
たのが、繰り返し行く児童館
では言えるようになりました。

エピソード
 

は
じ
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て

言
え
た 

じ
ど
う
か
ん

作 品

2作 品

1

九九の暗唱はしどろもどろなのに、
屁理屈や揚げ足とりは一人前。
成長したなと喜ぶべきことなのですが、
相手をするのは疲れます。

エピソード

【
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ー
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広
っ
子
】
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2×3＝？
3×3＝94×4＝？
3×4＝？

2×2 ＝4

子ども・子育て★エピソード「じどうかん日和」の

エピソード●募集川
柳

☆次号は中高生世代のエピソード川柳を募集します。　応募締切：1月３1日（月）まで。

投稿いただいた川柳の中から、厳正な審査のうえ、
Quoカード（2000円分）を３名の方に
プレゼントいたします。
入選作品は、広報誌キッズステーション4号
（令和4年4月５日発行）に掲載されます。

応募
フォームは
←こちら

児童館でのあるあるエピソードや
ほっこり、感動エピソードなどの
川柳を募集しています。
お気軽にご投稿ください。

あ
げ
る
！

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、休館している場合もあります。
　ご利用の際は児童館へ直接お問い合わせください。

小学生になると、遊ぶ環境や友だち関係が大きく変わり、子ども
にとって世界が大きく広がる時期と言えます。この時期にしっかり
と「遊び」を体験することで、子ども自身の知的能力や身体的能力
が向上するとともに、友だちとの関わりを通してコミュニケーショ
ン力などの社会性が育まれていきます。

そして、「遊び」がより豊かなものになる要素の一つとして、異年齢
の子どもとの関わりがあります。きょうだいのように異なる年齢の友
だちとの関わりが増えることで、子どもたちの「遊び」に変化が生ま
れ、「遊び」の質がより豊かなものになり、また、年下の子を思いやる
気持ちや年上の子に対する憧れなど、さまざまな気持ちを育んでい
きます。日常的に異年齢の子どもたちが遊びに来て、自分のやりたい

「遊び」を通じて、お友だちと関わることができる場所が児童館です。

そして児童館には、子どもが安心して遊べる環境があり、「遊び」を通して子ど
もと関わり、子どもの成長を保護者の方と一緒に見守る職員がいます。家庭でも
学校でもない、もう一つの子どもの居場所として、児童館に遊びに来ませんか？
子どもたちのやりたい「遊び」があり、一緒に楽しむ「友だち」がいますよ。

いつでも児童館に遊びに来てくださいね。お待ちしています♪

保護者の皆様へ

児童館に
行って
みよう♪
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